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総合防災訓練実施計画（例）
日　時　　　　○月○日（○）　○時から○時まで
場　所　　　　○小学校
指導者　　　　消防署員　町防災担当職員
参加者　　　　自主防災組織　　名
目　的　　　　１　組織内各班相互間の連携及び効果的な自主防災活動の実施
　　　　　　　２　各種防災資機材についての知識及び取扱要領の習得
想　定　　　　震度６強の南海地震が発生し、道路、建物等に大きな被害が生じ、また、倒壊したビルや家屋から火災が多発するとともに負傷者が続出した。さらに、多発した火災は延焼拡大のおそれがあり、地域住民の避難が必要となった。
訓練内容
１　各戸訓練　　　
　地震発生（サイレン）とともに火気使用中の各家庭では、火の始末をするとともに丈夫な家具の下にもぐる等身体保護を行う。
２　通報訓練
　区内に発生した火災を発見した者は、大声で付近住民に知らせるとともに119番に通報する。
３　消火訓練
　○小学校付近周辺に発生した火災を消火班の指示で消火器、水バケツリレーにより消火する。
４　避難訓練
　自主防災組織の初期消火活動にもかかわらず、火災が拡大したため、避難誘導班の指導のもと○○避難場所へ避難する。（災害時要援護者の避難誘導も含む。）
５　救出・救護訓練
　○○避難場所へ避難中、落下物により負傷した者を救護所（○○避難場所内設置）に担架搬送するとともに応急手当てをし、病院へ搬送する。
６　給食・給水訓練
　ろ水器を利用して飲料水を確保するとともに非常用備蓄食糧の試食を行う。
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